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1　は　　し　が　き

ブロイラーの生産費に占める飼料費の割合（昭56年農林

水産統計）は68．7％で，飼料をいかに効率的に給与するか

が収益向上の要件になる。ブロイラーの前期用飼料と後期

用飼料の切替時効は通常4適齢であるが，秋から冬にかけ

て切替適期を検討した前試験では粗収益で1・2適齢切替

が4週齢切替よりもよい傾向を示した。そこで今回は春か

ら夏にかけての時期を選び，再確認の意味を含め同じ設計

で飼料の切替適期を検討した。

2　万

（1）試験期間

昭和57年5月7日～7月9日・63日間（9適齢）

（2）試験区分及び供試羽致

蓑1　試験区分及び供試羽数

飼料給与期間（週令）

区分前期用琵鮎
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注．1）市販ブロイラー専用種を供用した
2）各区谷♀いずれも2反復とした

（3）給与飼料と管理

市販配合飼料は前期用CP22％・ME3000eal（クランプ

ル）．後期・休薬用CP18％・ME3150eal（ペレット）を給与し

た。管理は開放平飼鶏舎で傘型ガスブルーダーを用い，その

他の光線管理，ワクチネーションは当場の慣行法に従った。

3　結果及　び考察

（1）育成率

表2に示したとおりで，4週齢時ではlW区＞OW区＞

3W区＞2W区＞4W区の頓であり，9適齢時ではOW区

＞lW区＞3W区＞2W区＞4W区の頓でほぼ同じ傾向を

しめし，従来の4適齢切替区が低い値であったが有志差は

認められなかった。

区分　1遥　　2　　　3　　　4　　　6　　　9
OW　　99．3　99．3　　99．3　99，3
l W　　99．8　99．8　　99．8　　99．8
2W　　99，0　98．8　　98．3　　97．8

3W　100　　99．8　　99．3　　98．8
4W　　99．5　99．0　　99．0　　97．6

99．3　　99．3

99．5　　99．0

97．6　　96．6

98．3　　98．1

96．8　　96．3

（2）発育体重

表3に示したように3W区＞2W区＞4W区＞lW区＞

OW区の頓であり，OW区は1適齢から9適齢まで有意に

他の区に劣った。またlW区もやや劣る傾向を示した。2

週齢以降に切替えた区には有意差はみられなかったが，4

W区よりも3W区の発育がよい傾向を示した。

蓑3　発育体重（タ）　古♀平均

区分　1週　　2　　　3　　　4　　　6　　　9
OW　107b　244b
l W　1278　3068

2W　1308　3108
3W　1358　3198

4W　1368　3178

469¢　761cl，531b2．782b

541b　842bl，6088b2．8548b

5568b　8828bl，66482，9038

5788　91381，68282，9408

5758　90181，69782，8958

注．異符号間有意差あり

（3）飼料消費量

表4に0適齢から各過齢までの飼料消費量を累計で示し

た。切替時期が遅くなろに従って消費量が多くなる傾向が

認められた。

表4　飼料消費量（㌢）　8♀平均

区分　0～lW O′〉2　0～3　0′、ノ4　0～6　0′〉9

OW　130　　339　　690
1W　126　　353　　754
2W　131　　378　　792
3W　141　　387　　830
4W　139　　389　　811

1．245　2，706　5．744

1．306　2．8515．885

1，345　2，934　6，004

1，322　2．918　6，026

1－380　2．998　6，149

（4）飼料要求率

表5に示したとおりである。各区間に有意差は認められ

なかったが，4適齢切替区がやや劣ろ傾向を示した。表3

と表4を比較すると各区とも飼料消費量に応じた発育を示

すが，4適齢切替区は終盤で発育の伸びが飼料消費量に及

ばなかったため，要求率がやや高い値を示した。
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表5　飼料要求率

区分　0～lW O～2　0～3　0～4 0′〉6　0～9

OW l．9981．688　1．62　1．73
lW l，44bl．32b l．50　1．62
2W l．42bl．37b l．511．58
3W l．49bl．37b l．53　1，51
4W l，42bl＿38b l，511．59

182　　2．08

1，81　2．10

1．79　　2．10

1．78　　2，08

1181　2．16

注．異符号間有意差あり

（5）経済性

売上げ，ヒナ費，飼料費から計算される1羽当りの粗収

益を表6に示した。9適齢時の堆雌平均でみると，3W区

＞lW区＞2W区＞OW区＞4W区の頓で，般高の3W区

と最低の4W区の差は31円となり，通常の4適齢切替方式

が有意に低い結果となった。

義6　経済性（8♀平均・9適齢出荷．円／羽）

出　　　収入
飼　　料　　費　　　　　粗収益
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（6）まとめ

前回の秋ビナに続き春ビナを用い飼料切替適期の検討を

行なったが，その結果を比較してみると，

l）育成率は各区とも前回よりはよかったが．切替区

間に前回と異なった傾向はみられなかった。

2）発育体重においてはOW区のみが有意に劣り，他

の区間には差がないという点で共通している。

3）飼料要求率をみると，前試験では各区とも2114～

2．17の閲にまとまっていたが，今回の試験では区間に有意

差は認められないながら体重の伸びが小さかった4W区が

2．16と他の2．08・2．10に比べやや劣った。なお，この結果

は碓・雌混飼としたため堆・雌平均の要求率であり，飼料

の効率的利用を追求するには雄・雌別飼による検討が必要

と考えられる。

4）経済性をみると前試験では粗収益で1・2適齢切

替が通常の4適齢切替よりも高い値を示し．今回の試験で

は4適齢切替が最も低い値を示し，3適齢切替とは31円遠

い，有意に劣る結果となった。撞・雌別の飼料消費量力咄

ないため中抜飼育体系については検討できないが，前試験

と合わせて考えると従来の4遇齢切替方式よりも3適齢切

替方式の方が経済的・効率的であるといえる。




